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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 

 ① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無  ： 有 税金費用の計算等につきましては、 
一部簡便的な方法を採用しております。 

 ② 最近連結会計年度から会計処理の方法の変更の有無： 無 
 ③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無       ： 無 
 
 
２．平成 17 年 3 月期第１四半期財務・業績の概況（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 6 月 30 日） 

 (１) 経営成績（連結）の進捗状況          （百万円未満は切り捨てて表示しております） 

 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

四半期(当期)

純 利 益
  百万円 ％ 百万円 ％  百万円 ％ 百万円 ％

17年3月期第1四半期 17,004 (△25.4) 1,820 (△56.7) 1,870 (△57.4) 1,107 (△53.2)

16年3月期第1四半期 22,782 ( ― ) 4,202 ( ― ) 4,392 ( ― ) 2,367 ( ― )

(参考 )16 年 3 月期 66,211 11,866 12,209  6,620

 

 

 
１株当たり四半期

( 当 期 ) 純 利 益

潜 在 株式調 整 後

１株当たり四半期

( 当 期 ) 純 利 益
 円  銭 円  銭

17年3月期第1四半期 6,694 06 ―  ― 

16年3月期第1四半期 73,284 45 ―  ― 

(参考 )16 年 3 月期 40,465 97 ―  ― 

（注）1.期中平均株式数 平成 17 年 3月期第 1四半期 165,500 株 平成 16 年 3 月期第 1四半期 32,300 株 
平成 16 年 3月期      161,500 株 

2.売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

 

【経営成績（連結）の進捗状況に関する定性情報等】 
当第１四半期は、昨年秋に締結したＳＡＮＫＹＯグループ・ビスティ社との業務提携効果を最大化するため

に営業拠点の拡大、営業社員の増強及びその質的強化に注力してまいりました。この効果は当社による商品企
画が具現化し、商品ラインナップがいっそう充実する下期以降の業績に大きく貢献いたしてまいります。 
また、当社事業戦略の中核をなす有力版権の獲得については、当期中にハリウッド大手映画会社 3社を中心

として我が国における著作権等の管理･運用を行っている株式会社サン・アールアンドピー、高い人気を誇る
格闘技界にあって頂点に君臨するＫ－１の運営会社である株式会社ＦＥＧと業務提携を行うなど、幅広い分野
にネットワークを広げております。これらの版権活用効果は、下期以降の業績に反映される見込みです。 
今後は、エンタテインメント性の高い競争力にすぐれた遊技機の企画開発はもちろん、ゲーム、マーチャン

ダイジングなど他分野への展開を図り、質の高いシナジー効果をめざしてまいります。 
一方、従来から当社が注力してまいりました大型液晶画面を活用したエンタテインメント性豊かな遊技機の

販売は、顧客の高い支持を得て順調に推移いたしました。前期中に発売したビスティ社製パチンコ機「ＣＲフ
ィーバーカンフーギャル」とロデオ社製パチスロ機「ガメラハイグレードビジョン」の販売台数が当期にも引
き続き伸びたことに加え、当期ではサミー社製パチンコ機「ＣＲリンダのどうにもとまらない」、ビスティ社
製パチンコ機「ＣＲフィーバーツインズ」及び同社製パチスロ機「フィーバー夏祭り」などを発売いたしまし
た。 

 

http://www.fields.biz/


 

その結果、営業面におきましては、当第１四半期（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 6 月 30 日までの 3 ヶ月
間）のパチンコ機販売台数は 60,966 台、パチスロ機販売台数は 39,175 台となりました。その結果、第１四半
期の売上高は 17,004 百万円、営業利益は 1,820 百万円、経常利益は 1,870 百万円、当期純利益は 1,170 百万
円となりました。 

 

 

 (２) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 １株当たり株主資本
 百万円 百万円 ％  円 銭 

17年3月期第1四半期 43,027 28,052 65.2 161,685 62 

16年3月期第1四半期 25,698 10,748 41.8 332,782 30 

(参考 )16 年 3 月期 37,115 14,507 39.1 89,305 39 

 

【連結キャッシュ・フローの状況】 

 

 

営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による

キャッシュ・フロー

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高
 百万円 百万円 百万円 百万円

17年3月期第1四半期 1,328 △ 709 12,659 18,717 

16年3月期第1四半期 △1,459 △  320 △  292 3,666 

(参考 )16 年 3 月期 851 △3,190 2,029 5,437 

 

 

【財政状態（連結）の変動状況に関する定性情報】 
 当第１四半期は現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ 13,279 百万円増
加しております。これは主に平成 16 年 6 月に新株発行を行ったことによる収入、有形固定資産の取得等によ
る支出によるものであります。 
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動による資金の増加は 1,328 百万円となりました。これは主に税金等調整前当期純利益が 2,033 百万

円となったことや、売上債権及び仕入債務の減少（8,812 百万円、6,031 百万円）と法人税等の支払 4,048 百
万円によるものであります。 
 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動による資金の減少は 709 百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出 879 百万

円、投資有価証券の売却による収入 237 百万円によるものであります。 
 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動による資金の増加は 12,659 百万円となりました。これは主に新株式の発行による収入 13,305 百万

円、配当金の支払 646 百万円によるものであります。 
 
 

３．平成 17 年 3 月期の連結業績予想（平成 16 年 4月 1日～平成 17 年 3月 31 日） 

 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 
 百万円 百万円 百万円

中 間 期 32,000 4,100 2,190 

通 期 74,000 14,000 7,490 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 21,340 円 06 銭 
（注） 平成 16 年 9月 3日に普通株式 1株につき 2株の割合で株式分割（無償交付）を行います。そのため、

上記１株当たり予想当期純利益は株式分割後の期中平均株式数（343,000 株）で算出しております。 

 
 
 
 

 



 

 

【業績予想に関する定性的情報等】 

今年度の事業計画の進捗状況につきましては、二大スターの競演という強力キャラクタータイアップ路線を
打ち出し 9月上旬納品予定のロデオ社製パチスロ機「梅松ダイナマイトウェーブ」が、7月末の発売開始以来
大好評を博しており、全般的な新機種不足という市場環境の追い風も影響して、日を追う毎に受注台数を伸ば
しております。今後も当分は市場環境に大きな変化はないと予測され、積極的なプロモーション効果もあいま
って、当機種が今中間期の遊技機販売予定台数達成の強力な推進力として貢献することが見込まれます。 
今後、さらに高いエンタテインメント性を競争力の中核的強みとする遊技機開発、同時に競争力ある遊技機

商品を効率的かつ最大に販売していくための営業体制の強化を図ってまいります。こうした積極的な事業展開
に必要な資金を調達するために、当社では本年 5 月 25 日の取締役会決議を経て、海外資本市場における新株
式発行を実施いたしました。この増資により調達した資金約 13,100 百万円は、下記の事業活動上の重点施策
に対して有効に投資し、いっそうの業績向上を図り、さらなる経営基盤の安定、企業価値の増大に努めてまい
ります。 
 

（１）優良コンテンツ獲得による版権ビジネスの強化 
国民各層のエンタテインメントへのニーズの高まり、また多様化の流れは、競争力ある遊技機商品を生み出

すために有力キャラクター版権が必要不可欠なものとなっています。当社では今後も、国内外の有名キャラク
ターなどのコンテンツ版権、商品化権獲得を事業戦略の最重要施策の一つとして捉え、各分野にネットワーク
を拡大しています。これらコンテンツの有効活用を図るとともに、提携先企業等との連携をいっそう強化する
ために、遊技機商品のみならずエンタテインメント各分野への全方位展開をめざしているのはもちろんです。
今後も、有力キャラクター版権等の積極的な獲得と活用を通じて、さらなる価値複合、価値連鎖を生み出し、
企業価値の増大に邁進してまいります。 
 

（２）コンテンツの全方位展開の推進力＝グループ連携の強化 
有力キャラクター版権等の積極的な獲得と活用を通じて、さらなる価値複合、価値連鎖を生み出していくた

めに、当社では関係会社の機能強化を進めております。当社と関係会社とが生み出すシナジー効果を最大化す
るために、今後も有効な投融資を行ってまいります。 
 

（３）営業拠点の拡充、営業管理システム強化による営業体制の強化 
当社では、競争力にすぐれた最高の商品を企画開発し、顧客 1社 1社に対応したきめ細かな提案活動並びに

充実したサービス提供を通じて最高の顧客満足を実現することを目的としております。そのため昨年度より営
業社員を増強し、全国の営業拠点の拡充を実施しております。本年 4 月に静岡支店、7 月に福岡支店、8 月に
は仙台、三重、金沢支店の新ショールームを新設し、加えて全国 28 番目となる宇都宮支店を新たに開設いた
しました。今後も、顧客満足の最大化を図る戦略拠点として機能充実を進め、効率的な営業管理システムの構
築とあわせて、顧客ニーズに即応した俊敏な営業体制の実現を推し進めてまいります。 
 

 



 

連結貸借対照表 
（単位：千円） 

前第１四半期 当第１四半期 （参考） 

(平成16年3月期第1四半期末) (平成17年3月期第1四半期末) 平成16年3月期 
(平成15年6月30日現在) (平成16年6月30日現在) (平成16年3月31日現在) 

期 別  

 

科 目 
金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

（ 資 産 の 部 ）  %  %  %

Ⅰ 流動資産  

1. 現金及び預金 3,666,016 18,717,182  5,437,758

2. 受取手形及び売掛金 15,044,279 10,073,327  18,865,138

3. たな卸資産 254,606 366,057  256,541

4. 繰延税金資産 243,528 371,033  371,033

5. その他 1,028,577 4,137,000  3,309,085

6. 貸倒引当金 △ 84,300 △ 86,953  △ 86,953

 流動資産合計 20,152,707 78.4 33,577,647 78.0 28,152,604 75.9

   

Ⅱ 固定資産  

1. 有形固定資産 1,945,600 7.6 3,936,890 9.2 3,351,355 9.0

   

2. 無形固定資産 178,247 0.7 393,095 0.9 384,585 1.0

   

3. 投資その他の資産  

1) 投資有価証券 1,459,731 2,611,803  2,824,195

2) 長期貸付金 ― 106,879  107,599

3) 敷金保証金 1,208,375 1,734,283  1,661,745

4) 繰延税金資産 280,931 323,139  222,779

5) その他 558,572 436,462  503,240

6) 貸倒引当金 △ 85,977 △ 92,265  △ 92,265

 投資その他の資産合計 3,421,634 13.3 5,120,303 11.9 5,227,294 14.1

   

 固定資産合計 5,545,483 21.6 9,450,289 22.0 8,963,234 24.1

   

 資産合計 25,698,190 100.0 43,027,936 100.0 37,115,839 100.0

   

 



 

（単位：千円） 

前第１四半期 当第１四半期 （参考） 

(平成16年3月期第1四半期末) (平成17年3月期第1四半期末) 平成16年3月期 
(平成15年6月30日現在) (平成16年6月30日現在) (平成16年3月31日現在) 

期 別  

 

科 目 
金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

（ 負 債 の 部 ）  %  %  %

Ⅰ 流動負債  

1. 買掛金 9,446,560 5,614,173  11,645,579

2. 短期借入金 ― 3,000,000  3,000,000

3. 未払法人税等 2,097,112 937,589  3,960,019

4. 賞与引当金 31,500 32,100  18,600

5. その他 1,604,904 2,267,113  1,930,638

 流動負債合計 13,180,077 51.3 11,850,975 27.6 20,554,837 55.4

   

Ⅱ 固定負債  

1. 退職給付引当金 110,804 126,924  120,815

2. 役員退職慰労引当金 561,825 699,800  699,800

3. 預り保証金 1,010,785 2,227,507  1,161,922

4. 連結調整勘定 2,713 1,231  1,602

5. その他 73,231 51,065  51,065

 固定負債合計 1,759,359 6.9 3,106,528 7.2 2,035,204 5.5

   

 負債合計 14,939,437 58.2 14,957,504 34.8 22,590,042 60.9

   

（ 少 数 株 主 持 分 ）  

 少数株主持分 9,885 0.0 17,976 0.0 17,976 0.0

   

（ 資 本 の 部 ）  

Ⅰ 資本金 1,295,500 5.0 7,948,036 18.5 1,295,500 3.5

Ⅱ 資本剰余金 1,342,429 5.2 7,994,953 18.6 1,342,429 3.6

Ⅲ 利益剰余金 8,027,822 31.3 12,017,495 27.9 11,631,695 31.3

Ⅳ その他有価証券評価差額金 83,115 0.3 91,969 0.2 238,194 0.7

 資本合計 10,748,868 41.8 28,052,455 65.2 14,507,820 39.1

   

 負債､少数株主持分及び資本合計 25,698,190 100.0 43,027,936 100.0 37,115,839 100.0

   

 



 
連結損益計算書 

（単位：千円） 

前第１四半期 当第１四半期 （参考） 

(平成16年3月期第1四半期末) (平成17年3月期第1四半期末) 平成16年3月期 

(
自 平成15年４月１日

至 平成15年６月30日
 ) (

自 平成16年４月１日

至 平成16年６月30日
 ) (

自 平成15年４月１日

至 平成16年３月31日
 ) 

期 別  

 

科 目 

金額 百分比 金額 百分比 金額 百分比

  %  %  %

Ⅰ 売上高 22,782,691 100.0 17,004,122 100.0 66,211,589 100.0

Ⅱ 売上原価 16,383,357 71.9 12,296,390 72.3 44,633,469 67.4

 売上総利益 6,399,333 28.1 4,707,732 27.7 21,578,120 32.6

   

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,197,014 9.6 2,887,649 17.0 9,711,541 14.7

 営業利益 4,202,319 18.5 1,820,083 10.7 11,866,578 17.9

   

Ⅳ 営業外収益 195,413 0.8 236,669 1.4 369,784 0.6

Ⅴ 営業外費用 5,297 0.0 186,332 1.1 26,853 0.1

 経常利益 4,392,434 19.3 1,870,419 11.0 12,209,509 18.4

   

Ⅵ 特別利益 1,612 0.0 162,685 1.0 46,014 0.1

Ⅶ 特別損益 222 0.0 ― ― 66,322 0.1

 税金等調整前四半期(当期)純利益 4,393,825 19.3 2,033,105 12.0 12,189,200 18.4

 法人税､住民税及び事業税 2,016,852 8.9 925,238 5.4 5,557,676 8.4

 少数持株利益 9,885 0.0 ― ― 11,269 0.0

   

 四半期（当期）純利益 2,367,087 1,107,867  6,620,253

   

 

 

 



連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：千円) 

前第１四半期 当第１四半期 （参考） 

(平成 16 年 3 月期第 1 四半期末) (平成 17 年 3 月期第 1 四半期末) 平成 16 年 3月期 

(
自 平成15年４月１日

至 平成15年６月30日
 ) (

自 平成16年４月１日

至 平成16年６月30日
 ) (

自 平成15年４月１日

至 平成16年３月31日
 )

期  別 

 科  目 

金     額 金     額 金     額 

   

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

1. 税金等調整前当期純利益 4,393,825 2,033,105 12,189,200 

2. 減価償却費 62,499 103,865 317,565 

3. 貸倒引当金の増加・減少(△)額 55,598 ― 64,540 

4. 賞与引当金の増加・減少(△)額 13,500 13,500 600 

5. 退職給付引当金の増加・減少(△)額 4,806 6,109 14,816 

6. 役員退職慰労引当金の増加・減少(△)額 △7,175 ― 130,800 

7. 受取利息及び受取配当金 △4,340 △7,614 △12,340 

8. 持分法による投資利益 △170,997 △119,818 △292,330 

9. 支払利息 ― 7,351 2,197 

10. 売上債権の減少・増加(△)額 △10,556,598 8,812,497 △14,546,569 

11. たな卸資産の減少・増加(△)額 5,654 △92,665 7,919 

12. 商品化権前渡金の減少・増加(△)額 ― △406,013 △1,457,951 

13. 仕入債務の増加・減少(△)額 6,699,889 △6,031,405 8,823,448 

14. 役員賞与の支払額 △77,000 △85,000 △77,000 

15. その他 655,264 1,120,331 70,428 

 小計 1,074,926 5,354,243 5,235,325 

16. 利息及び配当金の受取額 25,291 28,614 33,319 

17. 利息の支払額 ― △6,409 △3,140 

18. 法人税等の支払額 △2,560,103 △4,048,028 △4,414,311 

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,459,885 1,328,420 851,192 

    

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

1. 有形固定資産の取得による支出 △102,913 △879,535 △1,520,955 

2. 有形固定資産の売却による収入 ― ― 6,964 

3. 無形固定資産の取得による支出 △34,537 △28,868 △287,452 

4. 投資有価証券の取得による支出 △164,214 △10,713 △1,356,059 

5. 投資有価証券の売却による収入 ― 237,997 200,700 

6. 出資金の取得による支出 △50 1,456 △1,050 

7. 貸付による支出 △5,636 ― △461,020 

8. 貸付金の回収による収入 7,292 45,717 108,250 

9. 敷金保証金の解約による収入 15,391 13,725 74,495 

10. 敷金保証金の差入による支出 △25,749 △86,263 △278,753 

11. 長期前払費用の支出 ― △2,687 △65,304 

12. 保険積立金の解約による収入 ― ― 422,076 

13. その他 △10,534 △798 △32,086 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △320,951 △709,969 △3,190,193 

     

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

1. 短期借入金の増加・減少（△）額 ― ― 3,000,000 

2. 割賦債務返済による支出 △488 ― △3,790 

3. 配当金の支払額 △291,720 △646,000 △966,210 

4. 株式発行による収入 ― 13,305,060 ― 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △292,208 12,659,060 2,029,999 

     

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 ― 1,912 △1,892 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加・減少（△）額 △2,073,045 13,279,423 △310,893 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 5,739,061 5,437,758 5,739,061 

Ⅶ 新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加・減少（△）額 ― ― 9,590 

Ⅷ 現金及び現金同等物の第１四半期（期末）残高 3,666,016 18,717,182 5,437,758 
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